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論 文 内 容 の 要 旨

本論文はデューイ教育学の骨子である ｢生長としての教育｣ の成立過程を歴史的に探究したものであり,

五章からなっている. 執筆者は第一章においては, デューイの哲学的覚醒について論じ, デ,.- イが進化

論者- ツクスリの ｢生理学初歩｣ によって昌覚まされ, ダーウィンの ｢種の起源｣ による影響を強 くうけ

たことを論証している｡

第二章においては, 哲学的に覚醒したデューイが, その課題解決の論理をカントの批判哲学によって基

礎づけたことをとりあげ, カントの認識論や心理学に傾倒したデューイの思想的遍歴のあとを明らかにし

ようとしている｡

第三章においては, 最高善としての自我実現を論じ, デュ- イのカントから- .- ゲルへの移行を解明し

ようとしている｡ すなわち, カント的理性の- - ゲル的展開の過程を, デューイが ｢経験｣ として把握し,

さらにその立場とグリーンの ｢自我実現J とを調和しようとした点について検討している｡

第四章においては, デューイによるグリーンの ｢自我実現｣ の批判について論じ, グリーンの立場が教

訓的倫理学であり, 倫理学における準備説であるとしてデューイはこれを斥け, 自己の立場を ｢現実とし

ての経験｣ においたことについて論述している｡

第五章においては, デューイの ｢生長としての教育｣ の成立をその実験主義的論理学の背景において論

じている｡ すなわち, 教育の基盤は子どもが直面する現実生活, 経験の再構成にあることを主張するに至

る過程を詳らかに解明している｡

その間, デューイ研究者の諸説を紹介し, 執筆者白身の立場において, それについての批判を加えてい

る｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

執筆者は本論文において, デューイ教育学の基盤である生長としての教育の成立過程を解明しようとL
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ているO 主論は第一幕から第五章におよび, デューイの思想遍歴の背景について比較史的な検討が試みら

れ, デューイの一貫した討究の志向について執筆者独白の分析がなされている｡

その理解把捉は適切であり, 論述も正鵠を得ている｡

すでに, デューイ初期の教育思想の展開については各種の論考がなされているが, 本論文はその中にあ

って, デューイがたえず一貫した志向を堅持し, ダーウィン, カント, - - ゲルを媒介として独自の生長

としての教育観を成立せしめた過程を, 比較史的な立場から考察したものとして特徴づけられる｡

本論文については, カントの思想の理解に関し, なお今後一層の精進が望まれるが, 全体として問題把

握とその解明の方法に独自性が認められる｡

よって, 本論文は教育学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

- 32 -




